
2023 年 4 月 14 日

＜活動内容＞ ＜活動の様子＞

活動場所　就労継続支援A型始業所ありがとうファーム

実施日程　通年

地域連携活動開始日　2017年1月

実施した生産活動　株式会社イタミアートより無償で寄贈されたノボリ旗の廃材を活用

し編み物商品を製造。東京のセレクトショップ、弊社施設外就労先「雑貨の森coco」、

また企業のノベルティなどとして販売された。

利用数　7人

＜目的＞

＜成果＞

成果　①企業ノベルティとして、560個の商品が注文され41万以上の売上となった。

②観光案内所での販売にて観光客・外国人客への需要が増え、定期納品ができている。

③現在全国にパートナー事業所が6か所になり、連携がスムーズになっている。

④全国のパートナー事業所や受注クライアントと、オンラインミーティングを行った。

⑤障がい者ワークフェアのノベルティとして200枚が採用されることになり、

アビリンピック全国大会の競技参加者・見学者・フェア来訪者に配布された。

就労継続支援Ａ型事業所における地域連携活動実施状況報告書

地域連携活動の概要

事業所番号

管理者名

対象年度

事業所名 就労継続支援A型事業所ありがとうファーム

住　所 岡山市北区表町3-7-5

3310103548

木庭康輔

令和4年度電話番号 086-953-4446

編み物ノベルティ受注 ノベルティ560個発注先

観光案内所での販売

連携先の企業等の意見または評価

連携先企業名 株式会社イタミアート 担当者名 伊丹裕子

●NOBORIオンラインミーティングにご参加いただいた感想

ありがとうファーム様以外の事業所様と顔を合わせることができ、弊社の思いであったり、感謝の気持ちをお伝えすることができ非常に良い機会となりま

した。また、のぼり旗のハギレ生地を活用して唯一無二のグッズが沢山生まれていること、弊社では思いつかなかった商品も実際に拝見することができと

ても興味深く感じると共に、事業者様のから嬉しいお声も多々いただき、少しでも社会に貢献できていると実感することができました。

●のぼりグッズの広がりについて

岡山だけだなく、他県にも幅を広げられており、とても嬉しく思います。もとは、捨てられるはずだったハギレが、現在はステキな商品へと生まれ変わる

だけではなく、日本全国の事業所様の支援にも繋がっており大きな可能性を感じています。のぼりグッズの今後の発展に期待すると共に、製造企業として

より社会に還元していけるよう努めたいです。

NOBORIオンラインミーティングの様子

障がい者ワークフェア・アビリンピック

地域連携活動のねらい　今まで焼却処分していた端材が商品として生まれ変わり、焼却処分量が減

少。二酸化炭素の排出量が減少し、地球温暖化の抑制にイタミアートは貢献している。

地域にとってのメリット　テレワークを利用する事で、外に働きに出る事が困難な障がいを持った

人たちの収入向上、また社会的な自立に繋がっている。自社のみならず、他事業所とも協働をする

ことで多くの繋がりが生まれるだけでなく、多くの障がい者の収入向上につながっている。

対象者にとってのメリット　自力で収入を得る事が出来、自信に繋がっている。


